
大夫志殿御返事

こ
そ
で
ひ
た
た
れ

お
な
じ
く
こ
し

は

な
ら
び
に
は

小
袖
一
・
直
垂
三
具
・
同
腰
三
具
等
云
云
。
小
袖
七
頁
、
直
垂
並
腰
十
員
、
巳
上
十
七
貫
文
に
当
れ
り
。

そ
れ
お
も
ん
み
れ
ば

の
寿
》

あ
ら
わ
し
て
く

け

ご
ぼ
ん

夫
以
、
天
台
大
師
御
位
章
安
大
師
顕
云
、
〈
止
観
の
第
一
に
序
文
を
引
き
て
云
く
、
「
安
禅
と
し
て
化
す
。
位
五
品
に

Ｆ
』

い
ち
い
ち
し
っ
ぽ
う

居
し
た
ま
え
り
。
故
に
経
に
云
く
、
四
百
万
億
那
由
陀
の
国
の
人
に
施
す
に
二
に
皆
七
宝
を
与
え
、
又
化
し
て
六
通
を

し
よ
ず
い
き

し

得
せ
し
む
る
す
ら
初
随
喜
の
人
に
如
か
ざ
る
こ
と
百
千
万
倍
せ
り
。
況
や
五
品
を
や
。
文
に
云
く
、
即
ち
如
来
の
使
な
り
。

し
よ
け
ん

じ

如
来
の
所
遣
と
し
て
如
来
の
事
を
行
ず
」
等
と
云
云
。
伝
教
大
師
、
天
台
大
師
を
釈
し
て
云
く
、
「
今
吾
が
天
台
大
師
は
法

華
経
を
説
き
、
法
華
経
を
釈
し
、
群
に
特
秀
し
、
唐
に
独
歩
す
」
と
云
云
。
又
云
く
、
「
明
ら
か
に
知
り
ぬ
。
如
来
の
使
な

ほ

あ
ん
み
よ
う

そ
し

む
け
ん

り
。
讃
む
る
者
は
福
を
安
明
に
積
み
、
誇
る
者
は
罪
を
無
間
に
開
く
」
と
云
云
〉
。

①
し
ば
ら
く
△
②
▽
い
わ
ゆ
る

如
来
は
且
〈
之
を
置
く
〉
・
滅
後
の
一
日
よ
り
正
・
像
・
末
二
千
二
百
余
年
が
問
、
仏
の
御
使
二
十
四
人
な
り
。
所
謂
第

は

は

は
ま
で
ん
だ
い

は
し
よ
う
な
わ
し
ゆ
う
は
き
く
た
△
は
だ
い
た
か

は
み
し
や
か

は
ぶ
つ
疋
な
ん

一
大
迦
葉
・
第
二
阿
難
・
第
三
末
田
地
・
第
四
商
那
和
修
・
第
五
秘
多
・
第
六
提
多
迦
・
第
七
弥
遮
迦
・
第
八
仏
駄
難

だ
い
は
ぷ
つ
だ
み
つ
た

は
き
よ
う
び
く

は
ふ
な
し
や

は
め
み
よ
う

③
は
び
ら
は
り
ゆ
う
じ
ゆ
△
は

提
・
第
九
仏
駄
密
多
・
第
十
脇
比
丘
・
第
十
一
富
那
著
・
第
十
二
馬
鳴
・
第
十
三
毘
羅
．
第
十
四
竜
樹
・
第
十
五
提
婆

は
ら
ご

は
そ
う
④
ぎ
ゃ
な
ん
超
い
は
そ
う
ぎ
や
や
し
ゃ
△
は
く
ま
ら
だ
は
じ
ゃ
や
な
は
ば
ん
だ

・
第
十
六
羅
唯
・
第
十
七
僧
怯
難
提
・
第
十
八
僧
怯
耶
著
・
第
十
九
鳩
摩
羅
駄
・
第
二
十
闇
夜
那
・
第
二
十
一
盤
駄
・

は
ま
ぬ
ら

は
か
く
ろ
く
や
し
ゃ

は
し
し
そ
ん
じ
や
こ
の

は
の

に
の
す
た
だ
し

第
二
十
二
摩
奴
羅
・
第
二
十
三
鶴
勤
夜
著
・
第
二
十
四
師
子
尊
者
。
此
二
十
四
人
金
口
〈
記
す
所
の
〉
付
法
蔵
経
載
。
但

の

の
く

は
の

の
く

小
乗
・
権
大
乗
経
御
使
也
。
い
ま
だ
法
華
経
の
御
使
に
は
あ
ら
ず
。
三
論
宗
云
、
道
朗
・
吉
蔵
仏
使
也
。
法
相
宗
云
、
玄

は
の

の
く

は
の

の
く

け
い
か

は
の

葵
・
慈
恩
仏
使
也
。
華
厳
宗
云
、
法
蔵
・
澄
観
仏
使
也
。
真
言
宗
云
、
善
無
畏
・
金
剛
智
・
不
空
・
恵
果
・
弘
法
等
仏
使

か
ん
が

也
・
〈
日
蓮
之
を
勘
え
て
云
く
、
全
く
仏
の
使
に
非
ず
。
全
く
大
小
乗
の
使
に
も
非
ず
。
之
を
供
養
せ
ば
災
を
招
き
、
之
を

諸
ぜ
↑
ば
福
を
至
さ
ん
背
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